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ご
購
読
は

こ
ち
ら
か
ら

春
分
を
過
ぎ
、
日
ご
と
に
一
日
が
長
く
感
じ
ら
れ
る
四
月
。

入
学
式
の
初
々
し
い
装
い
に
、
桜
の
花
が
映
え
る
風
景
は
、
生

命
が
萌
え
る
季
節
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
冬
の
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
で
は
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
二
十

四
節
気
で
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
四
月
は
「
清
明
（
四
月
五
日
）」

や
「
穀
雨
（
四
月
二
十
日
）」
の
季
節
で
す
。
す
べ
て
の
生
命

が
清
ら
か
な
春
の
息
吹
を
受
け
芽
吹
き
、
生
命
を
慈
し
む
甘
露

の
雨
が
降
り
注
い
で
そ
の
成
長
を
促
す
様
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

そ
も
そ
も
二
十
四
節
気
は
、
太
陽
の
動
き
を
も
と
に
一
年
を

二
十
四
等
分
し
た
も
の
で
、
中
国
で
考
案
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
季
節
の
自
然
現
象
を
表
現
し
た
内
容
で
、
日
本
で
も
古

く
か
ら
用
い
ら
れ
、
中
国
と
の
気
候
の
違
い
に
よ
り
多
少
の
ズ

レ
を
感
じ
る
も
の
の
、
自
然
と
密
接
に
繋
が
る
農
耕
社
会
に
と

っ
て
は
重
宝
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
他
、
二
十
四
以
外
の
節

気
も
追
加
さ
れ
、
季
節
の
食
材
も
合
わ
さ
っ
て
季
節
行
事
と
な

り
ま
し
た
。
立
春
前
日
の
節
分
の
豆
ま
き
や
、
冬
至
の
ゆ
ず
風

呂
、
春
・
秋
分
の
彼
岸
参
り
に
は
牡
丹
餅
や
お
は
ぎ
、
土
用
丑

の
日
の
う
な
ぎ
な
ど
、
現
在
で
も
身
近
に
聞
く
も
の
が
多
く
あ

り
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
ふ
れ
る
季
節
の
空
気
や
食
を
と
り
入

れ
る
と
、
勢
い
活
力
が
得
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
が
最
近
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
と
も
な
い
生
活
の

ス
タ
イ
ル
が
随
分
変
化
し
ま
し
た
。
常
に
同
じ
食
べ
物
が
食
べ

ら
れ
た
り
、
昼
夜
が
逆
転
し
た
り
と
、
季
節
も
時
間
も
気
に
せ

ず
に
生
活
が
で
き
て
し
ま
う
よ
う
に
な
り
、
時
々
の
季
節
を
味

わ
い
愉
し
む
行
事
も
減
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
現
代

は
便
利
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
反
面
、
自
然
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
吸
収
す
る
機
会
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

そ
の
昔
、
宗
祖
伝
教
大
師
は
比
叡
山
に
入
り
、
修
行
さ
れ
天

台
宗
を
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。
大
日
如
来
、
日
光
菩
薩
、
月
光
菩

薩
な
ど
大
自
然
を
仏
さ
ま
と
感
じ
る
仏
教
で
は
、
よ
り
自
然
に

近
づ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
比
叡
山
の
厳
し
く
、
不
自
由
な
環

境
に
身
を
置
く
こ
と
で
五
感
は
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
、
よ
り
自
然
を

肌
で
感
じ
、
仏
さ
ま
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
し

ょ
う
。

自
然
の
中
で
生
か
さ
れ
る
自
分
を
発
見
す
る
こ
と
は
、
仏
さ

ま
に
抱
か
れ
育
ま
れ
る
自
分
に
気
付
く
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

大
自
然
の
息
吹
を
感
じ
る
こ
の
季
節
、
ぜ
ひ
比
叡
山
の
霊
気
に

ふ
れ
、
心
ゆ
っ
た
り
と
、
仏
さ
ま
に
生
か
さ
れ
る
自
分
を
体
感

し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

春春－－自自然然にに生生かかさされれるる自自分分をを体体感感すするる

令
和
3
年
比
叡
山
か
ら

発
信
す
る
言
葉

自
他
心
を
同
じ
く
す

比
叡
山
０
４
０
８
０
１
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面
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４
月
４
日
、
御
修
法
開
闢
の
日
、
満
開
の
桜
咲
く
京
都
よ
り
拝
す
る
比
叡
山
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宗
祖
伝
教
大
師
一
千
二
百
年
大
遠
忌
の
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
東
京
・
九
州
・
京
都
の
各
国
立
博
物
館
に

て
昨
年
１０
月
１２
日
か
ら
本
年
５
月
２２
日
に
か
け
、
伝
教
大
師
１
２
０
０
年
大
遠
忌
記
念

特
別
展
「
最
澄

と
天
台
宗
の
す
べ
て
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
本
号
で
は
、
来
た
る
４
月
１２
日
よ
り
同
展
の
締
め
く
く
り

と
な
る
京
都
会
場
（
京
都
市
東
山
区
・
京
都
国
立
博
物
館
、
天
台
宗
、
比
叡
山
延
暦
寺
、
読
売
新
聞
社
、

読
売
テ
レ
ビ
、
文
化
庁
主
催
）
で
の
開
催
を
前
に
、
展
示
さ
れ
る
代
表
的
な
展
示
品
や
見
ど
こ
ろ
を
紹
介

し
て
い
く

昨
年
１０
月
に
東
京
国
立
博

物
館
を
会
場
に
始
ま
っ
た
特

別
展
「
最
澄
と
天
台
宗
の
す

べ
て
」
が
、
東
京
・
九
州
国

立
博
物
館
で
の
開
催
を
経

て
、来
た
る
４
月
１２
日（
火
）

か
ら
５
月
２２
日
（
日
）
に
か

け
、
京
都
国
立
博
物
館
（
松

本
伸
之
館
長
）
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
す
。

京
都
会
場
で
は
、
日
本
に

天
台
宗
を
広
め
仏
教
界
に
新

風
を
吹
き
込
ん
だ
宗
祖
伝
教

大
師
最
澄
の
ご
生
涯
と
、
天

台
の
教
え
の
広
が
り
、
天
台

思
想
が
生
ん
だ
様
々
な
文

化
、現
代
へ
の
つ
な
が
り
を
、

全
国
に
広
が
り
点
在
す
る

数
々
の
名
宝
を
一
堂
に
会
す

る
こ
と
で
辿
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
出
陳
さ
れ
る
名
宝
は

１
３
０
件
に
及
び
、
そ
の
内

国
宝
は
２３
件
、
重
要
文
化
財

は
７１
件
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
延
暦
寺
所
蔵
の
伝

教
大
師
ゆ
か
り
の
名
品
や
、

関
西
の
み
な
ら
ず
、
東
北
や

北
陸
、
中
国
、
四
国
な
ど
に

伝
わ
る
天
台
美
術
の
粋
と
も

い
え
る
様
々
な
宝
物
、
貴
重

な
秘
仏
な
ど
、
全
国
の
天
台

の
名
品
が
京
都
に
集
結
し
ま

す
。開

山
以
来
、
都
の
鬼
門
を

守
護
し
て
き
た
比
數
山
延
暦

寺
の
お
膝
元
で
あ
る
京
都
会

場
で
開
催
さ
れ
る
同
展
は
、

３
会
場
に
わ
た
る
特
別
展
を

締
め
く
く
る
に
相
応
し
い
内

容
と
な
り
ま
す
。

会
場
周
辺
に
は
天
台
宗
京

都
五
箇
室
門
跡
の
ひ
と
つ
妙

法
院
門
跡
、
同
院
蓮
華
王
院

（
三
十
三
間
堂
）を
は
じ
め
、

大
坂
の
陣
へ
と
至
る
因
縁
で

有
名
な
天
台
寺
院
方
広
寺
が

建
ち
並
ぶ
ほ
か
、
少
し
足
を

延
ば
せ
ば
比
叡
山
延
暦
寺
や

他
の
五
箇
室
門
跡
の
名
跡
等

伝
教
大
師
は
「
悟
り
に
至

る
道
は
す
べ
て
の
人
に
開
か

れ
て
い
る
」
と
い
う
平
等
思

想
を
説
い
た
『
法
華
経
』
に

心
惹
か
れ
、
天
台
山
へ
の
入

唐
求
法
に
て
天
台
の
教
え
を

我
が
国
へ
と
伝
え
広
め
ら
れ

ま
し
た
。東
に
は
琵
琶
湖
を
、

西
に
は
京
の
都
を
見
下
ろ
す

比
叡
山
延
暦
寺
か
ら
輩
出
さ

も
容
易
に
参
拝
す
る
こ
と
が

で
き
、
ま
さ
に
京
都
と
い
う

街
一
円
に
渡
る
壮
大
な
展
覧

会
と
な
り
ま
す
。（
会
期
中

展
示
替
あ
り
）

れ
た
祖
師
先
徳
は
じ
め
多
く

の
高
僧
方
が
説
か
れ
た
多
様

な
教
え
は
、
我
が
国
を
形
成

す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

の
一
角
を
形
成
し
、
日
本
文

化
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
き
ま
し
た
。

今
特
別
展
で
は
、
東
京
、

九
州
、
京
都
の
各
会
場
で
テ

ー
マ
を
統
一
し

・
第
一
章

最
澄
と
天
台
宗
の
始
ま
り

―
祖
師
ゆ
か
り
の
名
宝

・
第
二
章

教
え
の
つ
ら
な
り

―
最
澄
の
弟
子
た
ち

・
第
三
章

全
国
へ
の
広
ま
り

―
各
地
に
伝
わ
る

天
台
の
至
宝

・
第
四
章

信
仰
の
高
ま
り

―
天
台
美
術
の
精
華

・
第
五
章

教
学
の
深
ま
り

―
天
台
思
想
が
生
ん
だ

多
様
な
文
化

会
場
で
は
東
京
・
九
州
会

場
に
引
き
続
き
、
開
催
期
間

中
特
別
御
朱
印
が
僧
侶
に
よ

り
、１
枚
７
０
０
円（
税
込
）

去
る
１
月
１７
日
に
執
り
行

わ
れ
た
記
者
発
表
で
は
、
同

館
保
存
修
理
指
導
室
の
大
原

嘉
豊
室
長
が
同
展
の
見
所
に

つ
い
て
、「
∧
京
都
∨
と
い

う
伝
統
文
化
に
富
ん
だ
地
域

・
第
六
章

現
代
へ
の
つ
な
が
り

―
江
戸
時
代
の
天
台
宗

の
六
つ
の
章
で
構
成
さ
れ
ま

す
。京

都
会
場
で
は
、
比
叡
山

延
暦
寺
に
お
け
る
日
本
天
台

宗
の
開
宗
か
ら
、
東
叡
山
寛

永
寺
を
創
建
し
て
太
平
の
世

を
支
え
た
江
戸
時
代
に
至
る

で
授
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
特
別
御
朱
印
は
、
延

暦
寺
と
ご
縁
の
深
い
画
家
北

畠
聖
龍
氏
が
本
会
場
に
展
示

性
か
ら
か
、
地
域
の
人
々
は

∧
文
化
財
に
対
し
て
非
常
に

目
が
肥
え
て
い
る
∨
と
い
う

特
色
が
あ
る
。
京
都
の
方
々

は
∧
い
つ
で
も
い
け
る
し
、

い
つ
で
も
見
れ
る
∨
と
あ
り

ま
で
の
天
台
宗
の
歴
史
を
紹

介
し
ま
す
。
一
方
、
日
本
各

地
で
護
り
伝
え
ら
れ
て
き
た

貴
重
な
宝
物
や
、『
法
華
経
』

の
説
く
万
民
救
済
の
精
神
を

あ
ら
わ
す
文
化
財
を
地
域
的

な
特
色
を
示
し
な
が
ら
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

さ
れ
る
仏
さ
ま
に
因
み
デ
ザ

イ
ン
し
た
も
の
で
、
大
日
如

来
、
釈
迦
如
来
、
薬
師
如
来
、

不
動
明
王
、
阿
弥
陀
如
来
、

観
世
音
菩
薩
の
六
種
の
仏
名

が
揮
毫
さ
れ
て
い
ま
す
。
期

間
中
は
延
暦
寺
の
僧
侶
が

直
々
に
日
付
を
お
入
れ
し
お

授
け
し
ま
す
。

同
展
に
訪
れ
る
こ
と
が
で

き
た
勝
縁
の
お
印
と
な
れ
ば

幸
甚
で
す
。

き
た
り
な
展
示
に
興
味
を
示

さ
な
い
方
々
が
多
い
の
が
事

実
」
と
京
都
会
場
な
ら
で
は

の
難
点
に
つ
い
て
言
及
し

た
。そ

の
上
で
大
原
氏
は
「
そ

う
い
っ
た
京
都
の
方
々
は
も

ち
ろ
ん
、
た
く
さ
ん
の
方
々

に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
天
台
宗
は
も
と
よ
り
他

宗
も
含
め
様
々
な
寺
院
に
足

を
運
び
秘
仏
の
出
陳
を
お
願

い
し
て
回
り
、
同
館
で
も
珍

し
い
ほ
ど
の
秘
仏
を
展
示
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
澄

さ
ま
の
教
え
や
ド
ラ
マ
チ
ッ

ク
な
天
台
宗
の
歴
史
が
わ
か

る
よ
う
な
展
示
を
心
が
け
た

い
」と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

浄土真宗の祖「親鸞聖人」を輩出した日野家の菩提寺、法界
寺の秘仏。胎内に伝教大師自刻の像を納めた伝承があったが、
この度の調査でその詳細が確認された。寺外初公開の貴重な
ご縁（写真は東京会場展示時）

山法師による強訴「神輿ぶり」の象徴。日吉七社の樹下宮に相当するもので、
各部に打たれた大振りの錺金具には同社の神獣（神猿）を大胆かつ繊細な鏨
運びであらわしている。また細部には「廃仏毀釈」の爪痕も残され、歴史の
証左となる

横川中堂のご本尊を目前で拝することが出来る
最大にして最後の勝縁。慈愛に満ちた笑みを浮
かべ衆生を救うがごとく右足をわずかに踏み出
だされたお姿に感動（写真は九州会場展示時）

延
暦
２３
年
（
貞
元
２０
年
∧
８
０
４
∨
）
に
入
唐
さ
れ
た
伝
教

大
師
が
求
法
の
た
め
明
州
（
寧
波
）
か
ら
天
台
山
に
赴
い
た

際
、
通
行
許
可
証
と
し
て
発
給
を
受
け
た
唐
の
公
文
書

「
日
本
国
」
か
ら
始
ま
る
部
分
は
伝
教
大
師
の
直
筆
に
よ
る

発
給
申
請

不動明王と揮毫された御朱
印

京都国立博物館平成知新館外観

会場正面の三十三間堂 国宝千手観音立像群
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名
宝
1
3
0
件
が
比
叡
山
の
お
膝
元
に
集
結

京
都
の
街
一
円
に
渡
る
壮
大
な
展
覧
会

重
文

聖
観
音
菩
薩
立
像

一
軀

木
造
素
地
、
截
金

平
安
時
代
・
十
二
世
紀

滋
賀
・
延
暦
寺
蔵

重
文

日
吉
山
王
金
銅
装
神
輿（
樹
下
宮
）

七
基
の
う
ち
一
基

木
造
黒
漆
塗
、
金
銅
装
江
戸
時
代
・
十
七
〜
十
九
世
紀
滋
賀
・
日
吉
大
社
蔵

重
文

薬
師
如
来
立
像

一
軀

木
造
素
地
、
截
金

平
安
時
代
・
十
一
世
紀

京
都
・
法
界
寺
（
真
言
宗
醍
醐
派
）
蔵

国
宝

伝
教
大
師
入
唐
牒

一
巻

紙
本
墨
書

中
国

唐
時
代
・
貞
元
二
十
、
二

十
一
年
（
八
〇
四
、
八
〇
五
）

滋
賀
・
延
暦
寺
蔵

（
５
月
３
日
〜
５
月
２２
日
ま
で
展
示
）

重
文

智
証
大
師（
円
珍
）坐
像

良
成
作

一
軀

木
造
彩
色

平
安
時
代
・
康
治
二
年
（
一
一
四
三
）

京
都
・
聖
護
院
蔵

園
城
寺
（
三
井
寺
）
に
伝
わ
る
智
証
大
師
の
肖
像
「
中
尊
大
師
像
」
の
忠
実
な
模
刻
像

比
叡
山
を
下
り
た
寺
門
派
か
ら
応
仁
の
乱
を
機
に
聖
護
院
へ
と
伝
わ
り
守
り
継
が
れ
た

締
め
く
く
り
に
相
応
し
い
展
示

宗
祖
の
ご
生
涯
を
名
品
で
辿
る

開
宗
か
ら
江
戸
時
代
ま
で

文
化
財
を
地
域
的
特
色
で
展
示

特
別
展
の
見
所
に
意
気
込
み

「
た
く
さ
ん
の
方
々
に
満
足
感
を
」

期
間
中
に
は
特
別
御
朱
印
を
授
与

展
示
の
仏
さ
ま
に
因
ん
だ
仏
名
を
揮
毫

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

国宝 七条刺納袈裟
一領 麻（繊維・平織）刺納 中国・唐時代 八世紀 滋賀・延暦寺蔵

伝教大師が入唐修学の地「仏隴寺」にて、師である行満から相伝した天
台宗六祖荊渓大師湛然の袈裟で、裏面には「荊渓和尚納」との墨書が見
られる。請来目録には記されていないものの、『比叡山最澄和尚法門道
具等目録』等にこの袈裟を同定できる記述があり、伝教大師在世時から
重宝とされた宝物である




